
仕事が楽しい人Ｆｉｌｅ．２４：豊田 陽子さん（プロダクトエンジニア） 

  

（豊田さんは右から 2番目の黒のスーツの方です） 

 

◆ＩＴは仕事を効率化するためだけのツールではない 

 あるとき、パソコンの電源をＯＮにしても画面が立ち上がらず、大慌てでヘルプデスク

に電話すると、前日から挿しっぱなしにしていたＳＤカードが原因だとわかり、指示通り

にこのカードを取り外して電源を入れなおすと、何事もなかったかのように起動できたと

いう、まったくもってお恥ずかしい経験をしたことがあります。 

 今回ご紹介する豊田さんの仕事は、担当製品の日本語化から製品導入後のお客様サポー

トをするプロダクトエンジニアです。豊田さんは、各企業内で日々発生するユーザーから

の「メールが受信できない」とか「パスワードを忘れてしまった」といった問い合わせの

対応を効率化させる自社開発のソフトウェア製品の日本語化やテスト、サポートをしてい

ます。システム担当者を、私のような初心者レベルの質問から開放し、主たるＩＴ業務に

専念させる。そんなシステムの導入と定着の支援をしています。 

 豊田さんは、２００７年に新卒の１期生としてシステム会社に入社しました。大学の専

攻は文系で、日本だけではなくグローバルに仕事ができる企業を選定の条件にして就活を

していました。従って、企業訪問を開始した当初は、ＩＴ業界に特に関心をもっていたわ

けではありませんでした。ところが、現在勤務している会社の会社説明会で、営利目的で

はない子ども向けの教育用ソフトウェアを紹介され、こういう形での社会貢献もあるのか

と、ソフトウェア会社に関心を抱くようになりました。そして、海外にプログラムの開発

拠点がある企業に就職しました。 

 入社後のトレーニングはインドの開発拠点で行われます。プログラムの基礎はもとより、

ＩＴの用語もまったく知らない上、講義は英語なので、豊田さんは、研修についていくの



が大変だったそうですが、入社してから５年目を迎えた今、製品マニュアルの翻訳、お客

様向け製品トレーニングの講師、そして、カンパニーリーダーの役職にもつき、仕事に従

事しています。 

 例えば、豊田さんの担当する製品メンバーはインドの本社で制作された英語のマニュア

ルを単純に日本語に置き換えるのではなく、これまでお客様サポートをしてきた経験を生

かして、日本人のユーザーが気にする仕様の細部にも気をつかったマニュアルを別途作成

しています。特にトレーニング用テキストの原本は、インドと日本の国民性の違いからな

のか大雑把な表現も多く、そのまま翻訳したテキストだけでは実際のトレーニングで利用

できません。日本版へのアレンジ作業が必要になります。お客様向けのトレーニングは、

このような準備からはじまるので、一つのトレーニングが完了すると肩の荷が下りて、ホ

ッとするのだそうです。 

 ただし、ごくまれにですが、「何のために、自分は仕事をしているのだろう」と、疑問に

思う時もあるようです。それは、自社のソフトウェアを使っている顧客の姿が、日常的に

は見えないことにつながるのではないかとのことでした。 

 このような時に、豊田さんを勇気づけるのは、 

「今日のトレーニングはためになりました」 

という、お客様からのお礼の言葉です。 

 豊田さんと話していると、ＩＴとは、業務を効率化するだけではなく、人と人をつなぐ

ツールなんだと思え、心が温かくなります。工業化の進展が人間を重労働から解放したよ

うに、ＩＴの普及が、人と人とが結びつける上で壁となる物理的な距離の制約を取り払う。

そんな可能性を再認識させられました。 

 

◆豊田さんが大切にするキーワード 

 颯爽と働く  

 入社時に「女性だからといって気負うことなく、くよくよと考え込まずに、 颯

爽と働いていればよい」というアドバイスを女性の先輩からいただき心に響き

ました。  

 

◆豊田さんのパワー○○ 

 旅行（国内外問わず） 

 自然の景観を目にしたり、遺跡を巡るのが大好きで、リフレッシュできます。 

 これまで、多数の国を旅行しましたが、最高の景色は、鳥取砂丘から見る夕日だそうで

す。（ちなみに、豊田さんは鳥取出身です） 

 

◆豊田さんのコツコツ 

 インドの開発チームメンバとの関係深耕 



 メール、チャット、時には電話を、ＴＰＯに合わせて使い分け、お客様にいいサービス

をしていく上で不可欠な、開発メンバーとの協力関係を深めています。 

 

◆平堀が感じ取った豊田さんの繊細なる行動 

 「インド人が開発しているソフトウェアの特徴や優れている点を理解して、日本のお客

様に知ってもらい、使っていただく。私は、そんな橋渡し役として仕事をしています」と

いう豊田さんの言葉が、特に印象に残りました。 

 「営業とは、お客様には生産者の立場に立って交渉し、生産者にはお客様に代わって製

品改善の要求をする」ものであると、私は、以前から主張してきたので、豊田さんからこ

の考え方聞いて、嬉しくて飛び上がりたくなりました。 

 豊田さんが仕事を楽しめるのは、「人と人を結びつける橋渡し役を全うする」という、豊

田さん独自の使命感を持っているからだと、インタビューから感じ取れました。国を超え

た仕事ができるのを就活の前提条件にしたことからはじまり、就職後に一定のキャリアを

積むと、１年間休職してインドネシアへ渡航。目的は、現地の大学生に日本語を教えたり、

日本文化を紹介したりして、現地の学生に日本に対する理解と関心を深めてもらうことで

した。学校には、蒸し暑い気候にも関わらずエアコンはなく、教室に設置されている黒板

は汚れ、黒板消しもない。そして、停電も頻発する状態で、とてもではないですが、学習

に専念できる環境ではなかったそうです。 

この状況下でも、学生たちは一生懸命に日本語を学び、身につけている語学力はかなり

のレベルでした。豊田さんが目の当たりにした問題は、日本語を習得しても、日本語を使

って仕事をする場が与えられていない。すなわち就職先がないことでした。日本語学習へ

のモチベーションも下がります。 

この経験から、豊田さんは考えます。 

日本語を身につけたインドネシアの人たちが働ける場を提供できないかと。 

 この時に、豊田さんの脳裏に浮かんだキーワードは、 

 「国境の壁を超えて、人と人を結びつける」 

だったのではないかと、私は確信に満ちて想像しました。 

 この豊田さんの思いが無意識の内に現れている事例が、“◆豊田さんのコツコツ”に記し

たことです。 

製品のサポート業務では、お客様から数々の要求が寄せられます。この要求に応えるに

は、開発者へその内容を簡潔明瞭に投げかけ、回答を迅速に引き出し、そして、お客様に

わかりやすくお応えしなければなりません。システムの開発者は、どの企業でも常に多忙

をきわめています。その中で、「顧客が求めているのだから四の五の言わずにさっさと応え

て」という態度で開発者に依頼をし続けると、よい関係が築けなくなる危険があります。 

豊田さんに限らず、豊田さんが所属する技術部では、この忙しい開発者への配慮を怠ら

ず、ＴＰＯに合わせて、メール、チャット、電話を使い分けているのです。メールは、受



け手の仕事を寸断しません。受け手のペースで送信されてきたメールを確認できます。チ

ャットは、「今、連絡してもいいですか」と問いかけ、受け手の様子をさりげなく確認でき

ます。そして、電話は、最強のコミュニケーション手段。打合せしたいことを具体的に話

せます。メール、チャット、電話の通信手段の異なる特性を上手く活用して、開発者に接

しているわけです。 

自身が使命にする「人と人を結びつける」ことの実現に、これほど繊細に気を配ってい

る豊田さん。ビジョンやミッションを掲げてみたものの、そこに到達させるための行動が

伴わない我々に、大いなるヒントを豊田さんから与えていただきました。 

 

◆豊田さんのプロフィール 

職業：プロダクトエンジニア 

所属：ゾーホージャパン株式会社（http://www.zoho.co.jp/） 

 

◆プロダクトエンジニアとは？ 

 （ある企業の募集要項から、抜粋しました） 

 情報通信機器の技術検証、海外取引先対応、ユーザーサポート。 

 通信機器の技術検証、海外取引先と国内取引先との対応、マニュアルの翻訳、作成・更

新、ユーザーおよび社内営業担当者からの相談に対する技術的な提案・アドバイス、ハー

ドウェア、ファームウェアのバージョン管理、ユーザーサポート。 

 プロダクトエンジニアとは、専門的な技術はもちろんのこと、ハードウェアやソフトウ

ェア製品に関する知識、お客様の業務の理解をベースに、お客様のニーズに応じたハード

ウェアの選定、導入から、運用、保守までを担うプロフェッショナルです。 

 営業、導入、その後のサポートを含めて、エンジニアの中では、最もお客様と直接接す

る機会が多い職種ともいえます。 

  

  

◆プロダクトエンジニアに求められる能力（ゾーホージャパンの採用ページから転載） 

英語力：インド技術チームとコミュニケーションできる力 

解析力：Java、Web等のコードを解析する力 

粘り強さ：根気よく、思考を緻密に深めていく力 

ホスピタリティー：お客様をサポートすることに喜びを感じる力 

フットワーク：サービス精神が旺盛で、何事もフットワーク軽く対応できる力 

http://www.zoho.co.jp/

